
  

 

 

 

 

  

 

もうすぐ冬休みですね。年末にむけて年越しの準備であわただしくなりますが、クリスマスにお正月と

楽しいことも多いと思います。準備が忙しくても、食事の時間には、ゆったり、ほっこり、家族だんらん

で楽しい年末を過ごしてくださいね。 

 

 

楽しく元気に 冬休み 

◎早寝、早起き、朝ごはんがうまい！ 

朝ごはんは、１日を元気にすごすために大切な食事です。学校が休みだと、夜ふかし・ 

ねぼうをしてしまいがちです。規則正しい生活で、１日をスタートしましょう。 

 

◎なんでも食べて元気なからだ！ 

給食がないと好きな物だけ食べていませんか？赤・黄・緑の食べ物をとりまぜて、 

好き嫌いせずにいろいろなものを食べましょう。 

 

◎おやつの食べすぎに注意 

テレビやゲームばかりしていると、ついついおかしに手がのびてしまいます。天気の 

良い日は外で遊ぶことがおすすめです。 

 

 

ふくしまっ子ごはんコンテスト in 小高区４小 

「ふくしまっ子ごはんコンテスト」とは、テーマに沿った１食分の朝ごはんの献立を考える県が主催する

コンテストです。今年度は、「ごはんが主役！わたしが作るアイディアごはん」をテーマに、１～４年生は

希望者、５～６年生は全員が取り組みました。「アイディアごはん」というだけあって、「朝の短時間で簡単

にできる」、「家族が育てた野菜を使っている」など、たくさんの工夫をこらした朝ごはんメニューばかりで

す。ホームページでも少しメニューを紹介し、昇降口に掲示していたので、ご覧になった方も多いと思いま

す。県に応募した他に校内でも審査をしました。入賞者を紹介します。 

 

アイディア賞     

バランスがいいで賞  

ヘルシーで賞     

地産地消で賞     

 

 

  

マメ知識 

 

 

 

 

 

 

小高区４小学校 

No.８ 

２０１９．１２．２０  

 

鏡もちやしめかざりの・・・ 

もういくつ寝るとお正月♪・・・お正月といえば、鏡もちの上にある果物、しめかざり

の果物の名前は知っていますか？ 

「みかん」と思っている人が多いようですが、実は「みかん」ではなく、「だいだい」で

す。色鉛筆でだいだい色がありますが、その「だいだい」という果物の色です。「だいだい」

は、「代々家が栄えていくように」との意味、願いが込められています。日本人は昔から、

きちんと意味があるものや、ごろ合わせで縁起が良いものを好んで使用してきた文化があ

ります。 
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１１月の朝食見直そう週間運動 結果 
 

 １１月に行った朝食見直そう週間の朝食調べでは、６月に課題だったことを意識して取り組んだご家庭も

あったようです。５・６年生は、家庭科の学習を生かし、自分でできることを実践したという人もいました。 

その結果、６月の朝食調べよりも、多くの項目で福島県の小学校平均よりもよい結果となりました。これ

からもよい食生活を心がけることができることができればと思います。 

 

〈こどもたちの感想〉 

・前より副菜が増えたのでよかった。 

・一人で食べずに、みんなで楽しく食べられた。 

・毎日すべてのものを食べることができたので、このまま続けて健康な生活をしたい。 

〈おうちのかたの感想〉 

・早く起きて、朝ごはん食べられるようにしようね。 

・少しずつ好き嫌いが減っていけるようになれたら良いと思うので、がんばってほしいです。 

 

１１月 

 よくなったところ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ココが課題！ 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

楽しい食事には、おいしいごはんと楽しい会話がつきものですよね。 

みんなで一緒に食卓を囲んで、共に食べることを「共 食
きょうしょく

」と言います。共食には、一

緒に食べることだけではなく、一緒に料理を作ったり、食事の後に「おいしかったね」と

語り合ったりすることも含まれます。家族みんなで一緒に食卓を囲むことによって、食事

の楽しさを実感することができるだけでなく、箸の正しい持ち方や 食事のマナー、食事

のあいさつ、栄養のバランスを考えて食べる習慣や食べ物を大事にする気持ち、郷土料理

や季節の料理といった食の文化などを、親や祖父母から子供に伝える良い機会にもなりま

す。 

冬休みは、家族みんなで食卓を囲んでの食事を増やしてみるのは、いかがでしょうか？ 

６月の結果から

大幅アップ！ 

全員が食べて

くることがで

きました！ 

 

６月よりも 

家族と一緒に食事を

している回数が少な

くなったようです 


